
第５学年２組 社会科学習指導案 

 

 

１ 単元名  単元３「工業生産を支える人々」 小単元⑴「鉄づくりにはげむ人々」 

 

２ 指導観 

 ○ 本学級の子どもたちは，「食料生産を支える人々」の学習において，自分たちが食べている食料の

生産に関心をもち，農業や水産業の盛んな地域やそれらに従事する人々の様子について，資料から

必要な情報を読み取り，調べていくことができた。調べたことを基に自分の考えをノートに書いた

り，話し合う活動を通して友達と意見を交流したりして，農業や水産業に携わる人々が地形や気候

などの自然条件を生かして，生産を高める工夫や努力をしていることに気付くことができた。毎時

間の社会科学習において，資料から得た情報を基に分かったことや考えたことを交流する場を設定

することで，複数の事実や既習事項を関連付けて考えようとする子どもの姿が見られるようになっ

てきた。しかし，資料から得た情報を基に社会的事象の意味や特色をとらえ，自分の言葉で表現す

ることに課題がある子どももいる。本小単元では，身の回りにある鉄製品について調べたり，工場

を見学したりして得た事実を基にして話し合う活動を意図的に位置付けることで，工業製品が国民

生活を支えていることについて考えることができるようにしたい。 

 

 ○ 本小単元は，学習指導要領の内容⑶ア・ウを受けて設定したものである。我が国の工業生産につ

いて，地図や統計などを活用して調べ，それらは国民生活を支える重要な役割を果たしていること

を考えることをねらいとしている。また，新学習指導要領には，目標に迫る上で，「工業製品の改良」

や「優れた技術」に着目することが示された。 

本小単元では，新日鐵住金八幡製鐵所を教材として取り上げるようにする。戸畑区の約半分の面

積を占める新日鐵住金八幡製鐵所は，１９０１年に設立され，１００年以上の歴史をもっている。

子どもたちにとって，身近にある工場の一つである。その製品は，自動車や家電製品など，工業製

品等に形を変えて，日本国内をはじめ世界各国に輸出されている。新日鐵住金八幡製鐵所は，質の

よい鉄づくりのために，原料の輸入の仕方や生産工程の工夫，環境への配慮，少ないエネルギーで

多くの鉄を生産する努力，技術の継承などが具体的に見える。本単元では，薄板「ハイテン」を取

り上げる。ハイテンは，自動車に使われる薄い鉄板である。子どもたちにとって，身近な教材であ

る。 

また，本校環境委員会が取り組んでいる「空き缶リサイクル運動」で集められた空き缶が，鉄の

生産工程の中で利用されているという事実がある。このように，子どもにとって身近な新日鐵住金

八幡製鐵所を教材とし，生産される工業製品の品質の高さ，原料や製品と日本国内との関わりなど

を調べることを通して，工業製品が国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考えること

ができる。さらに，自分たちの住んでいる地域に対する，誇りや愛情を育てることができる価値あ

る教材である。 

 

○ 指導に当たっては，以下の手だてを講じる。 

① 問いの焦点化の工夫 

本小単元の指導に当たっては，ハイテンを取り上げ，「新日鐡住金八幡製鐡所では，質のよい

鉄をどのようにつくっているのか」という学習問題を設定する。調べる際には，「なぜいろいろ

な国から原料を輸入するのだろう」「生産工程において，質のよい鉄をつくるために人がどのよ

うな働きをしているのだろう」などと問いを焦点化することで，子どもの思考を揺さぶり，主体

的に問題解決に向かうことができるようにする。 

本時の鉄の生産工程から機械による鉄づくりと，その中で働いている人が行っている工夫や努

力について考える場面においては，資料や見学ではなかなか見つけることができない「働いてい

る人」に視点を向け，「質のよい鉄をつくるために，なぜ人の働きが必要なのだろう」と問いを

焦点化するようにする。 

 



  ② 思考を深める話合い活動の工夫 

本小単元では，1 時間の学習の中で，子どもの思考をより深めたり広げたりすることができる

ように，まず，個人で考えをつくる時間を設定する。その後，班や全体の意見交流へと広げるこ

とで，自分の考えと友達の考えを比較したり，関連付けたりしながら，社会的事象の特色や意味

をとらえることができるようにする。その際，工場見学で調べた事実や資料を調べて分かったこ

となどを基に，質のよい鉄づくりの工夫について考え，意見を交流する場面を設定する。  

 

③ 学習評価の工夫 

毎時間の学習の終末に，一人一人がまとめと振り返りを行う活動を位置付ける。まとめについ

ては，全体でまとめを交流する前に「マイまとめ」として自分で本時の学習のまとめをノートに

記述するようにする。記述したことを基に，ねらいに照らした評価を行うようにする。 

また，振り返りについては，本時の自分の考えの変容や，学習の過程でできるようになったこ

と，次時に学習したいこと等を記述することで，鉄づくりから見える我が国の工業生産の特色に

ついて考えることができるようにし，興味・関心や思考力・判断力等を見取るようにする。 

 

３ 小単元の目標 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

○ 新日鐵住金八幡製鐵所の鉄づくりの様子に関心をもち，それを意欲的に

調べている。 

社会的な 

思考・判断・表現 

○ 新日鐵住金八幡製鐵所の鉄づくりの様子について，学習問題や予想，学

習計画を考え，表現している。 

○ 新日鐵住金八幡製鐵所の鉄づくりの様子と国民生活とを関連付けて，働

いている人々が工夫をして工業製品をつくり，その製品が国民生活を支え

る重要な役割を果たしていることを考え，適切に表現している。 

観察・資料活用の 

技能 

○ 地図や統計などの資料を活用して，新日鐵住金八幡製鐵所の鉄づくりの

様子や様々な工業製品について必要な情報を集め，読み取っている。 

○ 調べたことをノートや紹介文などに適切にまとめている。 

社会的事象について 

の知識・理解 

○ 新日鐵住金八幡製鐵所の鉄づくりの生産工程，関連工場の役割，工業生

産を支える貿易や運輸などの働きを理解している。 

○ 工業生産は，国民生活を支える重要な役割を果たしていることを理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 指導計画（総時数１２時間） 

 主な学習活動・内容 指導・支援上の留意点 評価規準及び評価方法 

つ
か
む 

１ 身近な鉄製品について調

べてきたことを出し合い，新

日鐵住金八幡製鐵所ではど

んな製品がつくられている

かについて話し合う。  ① 

○ 鉄づくりに関心をもつことが

できるようにするために，身の回

りにある鉄製品を事前に調べる

ようにする。 

○ 様々な鉄製品が自分たちの生

活を支えていることを考えるこ

とができるようにするために，身

近な鉄製品について話し合う活

動を設定する。 

○ 鉄のつくられ方に関心をもつ

ことができるようにするために，

鉄の原料と，新日鐵住金八幡製鐡

所でつくられる鉄の製品の資料

を提示する。 

○ 工場の様子や生産工程に関心

をもつことができるようにする

ために，戸畑区の地図を提示し，

新日鐵住金八幡製鐡所の広さを

確認する。 

【知】様々な鉄製品が自

分たちの生活を支えて

いることを理解してい

る。 （発言，ノート） 

 

 

【関】鉄の原料から，鉄

のつくり方に関心をも

とうとしている。 

（発言，ノート） 

２ 新日鐵住金八幡製鐡所戸

畑地区で鉄がどのようにつ

くられているのか調べ，学習

問題をつくる。     ① 

 

 

○ 鉄のつくり方を予想し，資料や

映像を基に生産工程について調

べるようにする。 

○ 働いている人に視点をもつこ

とができるようにするために，前

単元の「食料生産を支える人々」

の学習を振り返るようにする。 

○ 質のよい鉄づくりについての

関心を高め，学習問題を設定する

ことができるようにするために，

九州の自動車工場に使われてい

る鉄のほとんどが新日鐵住金八

幡製鐡所でつくられているもの

であることを提示する。 

【技】資料や映像を活用

して，生産工程につい

て必要な情報をノート

にまとめている。 

（発言，ノート） 

 

 

【思】質のよい鉄づくり

について問題意識をも

ち，ノートなどに表現

している。 

（発言，ノート） 

３ 質のよい鉄づくりの工夫

を予想し，工場見学の計画を

立てる。        ① 

○ どのような工夫をして質のよ

い鉄をつくっているのかを予想

し，調べる視点（原料，つくり方，

働いている人）を明確にする。 

 

【思】質のよい鉄づくり

の工夫についての予想

を集約し，工場見学の

計画を考え，ノートに

表現している。   

（発言，ノート） 

（学習問題） 
新日鐵住金八幡製鐡所で

は，質のよい鉄をどのように
してつくっているのだろう。 



調
べ
，
考
え
，
表
現
す
る 

４ 新日鐵住金八幡製鐵所に

見学に行き，わかったことを

ノートにまとめる。   ③ 

 

 

○ ３つの視点から見学をし，調べ

るようにする。 

○ 視点に沿って，見学でわかった

ことや自分の考えをノートに整

理するようにする。 

○ 工場見学後，新たに見つけた視

点「工場配置（関連工場）」「輸送」

「環境保全」を，学習計画に付け

加えるようにする。 

【技】工場見学をしてわか

ったことを，視点に沿っ

てノートに具体的にま

とめている。 

（発言，ノート） 

【知】鉄づくりの生産工

程について理解してい

る。  （発言，ノート） 

 

５ 原料の確保の工夫や努力

について話し合う。   ① 

 

○ 輸入する国によって原料の成

分が違うことや，自然災害が起こ

っても原料を切らすことがない

ように工夫していることに気付

くことができるように，さまざま

な国から原料を確保しているの

かについて話し合う活動を設定

する。 

○ 輸入国が世界各地に広がって

いることに気付くことができる

ように，地球儀を基に，輸入して

いる国を調べるようにする。 

○ 船での輸送により費用が安く

なることや，大量に輸入できるこ

とを抑えるようにする。 

【思】原料を計画的に確保

したり，輸入国が世界の

いろいろな場所に広が

っていることについて

考え，表現している。 

（発言，ノート） 

 

 

 

 

 

 

６ 生産工程の工夫について

話し合う。   ＜本時＞① 

 

○ 製鐵所で働いている方のＶＴ

Ｒを視聴し，「細かい成分の調整」

「品質の検査」「点検・修理」と

いった視点から，機械だけでなく

人の働きの大切さについて考え

ることができるようにする。 

【思】生産工程における，

機械や働く人の工夫に

ついて考え，表現して

ている。 

（発言，ノート） 

７ 工場配置や関連工場との

関わりについて話し合う。① 

 

○ 港に着いた原料から製造，出荷

までの流れがスムーズになるよ

うに配置されていることに気付

くように，工場の配置についてホ

ワイトボードを活用して予想す

る場を設定する。 

○ 原料や製品をすぐに運び，費用

がかからないように工夫してい

ることを考えるようにするため

に，関連工場が敷地内にある理由

を話し合うようにする。 

【知】工場配置図から，

輸送の便利さや関連工

場とのつながりを理解

している。  

 （発言，ノート） 

８ 製品の輸送の工夫につい

て話し合う。      ① 

 

○ 船，鉄道，トラックのそれぞれ

の輸送方法の利点や欠点を話し

合うようにする。 

○ 輸送の手段によって，運べる量

や費用について考えることがで

きるようにするために，なぜ３つ

の方法で輸送しているのか話し

合うようにする。 

【知】輸送方法のそれぞ

れのよさや工業生産を

支える運輸の働きを理

解している。  

 （発言，ノート） 



９ 環境を守る取組の工夫に

ついて話し合う。    ① 

 

○ 見学で調べたことや工場の航

空写真を基に，環境を守るために

どのような取組を行っていたの

か意見を出すようにする。 

○ 資源を無駄なく活用すること

で，環境の保全だけでなく費用を

抑えることにも関わりがあるこ

とを気付くようにするために，工

夫をしている理由について考え

る活動を設定する。 

【思】資源を無駄なく活用

して環境へ配慮すると

ともに，価格を抑えるた

めの工夫について考え，

表現している。 

（発言，ノート） 

 

ま
と
め
る
・
深
め
る 

10 学習を振り返り，質のよい

鉄づくりの工夫について話

し合う。       ① 

○ 学習の足跡等を基に，質のよい

鉄づくりの工夫について振り返

りながら，質のよい鉄づくりの工

夫についてまとめるようにする。

その際，鉄づくりを通しての工業

生産の特色や国民生活を支える

重要な役割を果たしていること

に気付くようにする。 

【思】これまでの学習を

基に，我が国の工業生

産は国民生活を支える

重要な役割を果たして

いることについて考

え，ノートに表現して

いる。（発言，ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習（８時間目/全１２時間）                  於 ５年２組 教室 

⑴  主眼 見学したことや新日鐡住金八幡製鐡所の取材ＶＴＲを基に，生産工程の中で人の働きが必 

要な理由を話し合う活動を通して，質のよい鉄を生産するためには，機械だけでなく人の技

術が必要であることを考えることができるようにする。 

⑵ 準備  ホワイトボード 生産工程の拡大図・VTR 薄板（ハイテン）の写真・資料 取材ＶＴＲ 

⑶ 展開 

主な学習活動・内容 ○ 指導・支援上の留意点  【観点】評価規準（評価方法） 

１ 本時の学習のめあてを確認する。 

 

 

 

 

２ 生産工程について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

３ 取材の VTR を視聴し，生産工程に

おける人の働きやその働きが必要な

理由を考える。 

 

 

 

 

 

(1） 個人で考える。 

(2） 班で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

(3） 全体で交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今日の学習を振り返り，次時の学

習を確かめる。 

○ 鉄の生産工程を振り返り，質のよい鉄をつくるための生産

工程の工夫について考えていくという本時のめあてを確認す

る。 

 

 

○ 生産工程について，見学や資料から分かったことを基に意

見を交流し，どのようにして質のよい鉄をつくっているか板

書にまとめる。 

○ VTR「生産工程」を視聴し，たくさんの機械が使われてい

る事実をおさえた後，「なぜ，機械だけでなく人の働きが必要

なのだろう」と問いかけることで，働いている人に視点を向

けることができるようにする。 

○ 製鐵所で働いている方のＶＴＲを視聴し，「細かい成分の調

整」「品質の検査」「点検・修理」の視点から，機械にはでき

ない人の技術について考えることができるようにする。その

際，個人で，それらの仕事はどんな仕事なのか，なぜ必要な

のかを考えるようにする。 

◎ 班で，３つの仕事の必要性について意見交換をした後，人

の働きが必要な理由をホワイトボードにまとめるようにす

る。 

○ 個人の考えをもつことが難しい場合，素早い修理に焦点を

あて，素早く修理をしなかったら，鉄づくりはどうなるのか

生産工程の図を基に考えるようにする。 

 

 

 

 

 

○ 全体で意見を交流する際は，質のよい鉄づくりは，機械だ

けでなく，「人の技術」が支えていることについて話し合うよ

うにする。 

 

 

 

【思】生産工程における，機械や働く人の工夫について考え，

表現している。             （発言・ノート） 

○ 「生産工程の中で，質のよい鉄をつくるために…」という

書き出しで，本時の学習でわかった質のよい鉄づくりの工夫

を書くように助言する。 

○ 振り返りでは，自分の考えの変容や学習の過程で考えが深

まったこと，次時にやってみたいこと等を記述するように助

言する。 

 なぜ人の働きが必要なのだろう。 

細かい成分調整
は，機械ではできな
い作業だから。 

機械が壊れると
生産が止まるか
ら。 

細かい傷は人の
目じゃないと見つ
けられないよね。 

やっぱり人の技
術が鉄づくりには
大切なんだね。 

（めあて） 生産工程の中で，質のよい鉄をつくるために，どのような工夫をしているのだろう。 

（まとめ） 生産工程の中で，質のよい鉄をつくるには，たくさんの機械を使ったり，機械ででき
ないところは人の技術を生かしたりするなどの工夫をしている。 

生産工程でどのような工夫をしている

のか話合います。 

・転炉では 0.0001％の量で成分を調
整しています。 
・機械が故障してもすぐに修理でき
るように近くで待機しています。 
・お客さんに良い鉄を届けるために，
検査をしています。 

たくさんの機械が使われ
ているよ。 

働いている人は，どんな
仕事をしているのかな。 



 


